
=
茂
砧
岬
赴
。
英
太
沼
加
茂
村
銀
座
。
抽
出
健
一
苫
。
佐
古
以
二

ア
カ
ず

赤

谷

=
狭
山
城
賀
茂
御
厨
也
。
故
動
指
去
。
』
と
見
え
る
も
の

一
字。

-
で
、

今
は
加
茂
祉
と
都
す
る
。

一

ア
ガ
生
ホ

英
田
保

限
ホ
七
年
十
一

月
十
三
日

一

ア
カ
ダ
キ

赤

漉

能

楽
郡
大
彰
地
内
の
簡
で
、

一
附
畠
山
悲
凶
在
刊
の
執
謹
紋
に、

『
加
賀
凶
会
月
庄

土

大

ま

ら
東
南
六
粁
に
在
宅

高

主

主

。

一
同
凶
英
間
保
内
然
農
村

m
T。』
と
あ
る
。
文
章

ア
ガ
生
ゴ
ウ

英
多
郷

加

賀
郡
の
古
郷
名
。
和

一
分
阪
に
加
賀
凶
南
英
旧
保
見
え
、
限
安
四
年
に
は
区

名
抄
に
江
多
と
訓
ず
る
も
の
は
、
阿
賀
多
と
す
べ
き

一
楼
介
高
安
加
賀
凶
北
英

m保
気
運
・
筒
家
の
地
町
職

を
誤
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

一
と
な
る
と
も
あ
る
。

ア
ガ
h
F
ゴ
ウ

英
田
郷

河
北
郡
に
回
し
、
時山
政

一

ア
カ
ダ
守

赤
玉

l
v
シ
Y
キ
ヨ

ウ
ガ
Y

利
数

時
代
で
は
舟
橋
・能
額
・領
家
・指
江
・狩
鹿
野
・
多
国
・

一
丸。

御
門
・
上
山
凹
・
下
山
聞
・
上
矢
田
・
下
矢
田
・
中
山
・
一

ア
ガ
主
主
ツ
イ
へ

英
国
務
家

通冊柄
小
次
郎
。

続・
興
津
・小
熊
・書
提
寺
・
池
ヶ
原
・
谷内一
・
加
茂
・気

一
足
利
義
務
に
仕
へ
た
。
笛
標
的
に
、
『
W
削
機
介
氏
春
二

屋
の
こ
J
t
e
村
を
含
ん
で
ゐ
た
。

一
男
茶
閃
小
次
郎
滞
家
、
明
徳
二
年

十
二
月
限
日
於
-一

ア
ガ
生
コ
ジ
ロ
ウ

英
国
小
次
郎

l
ア
ガ
タ
ミ

一
内
野
-
討
死
、
什
九
、
法
告
組
妙
。』

と
見
え
る
。

ツ
イ
へ
英
旧
満
家
。

一

ア
ガ
主
主
ナ

Z
ホ

英
太
南
保
河
北
部
に
在
つ

ア
ガ
主
シ
ョ
ウ

英
太
庄

河
北
部
に
在
っ
た
。

一
た
。
何
事
杷
録
延
徳
二
年
九
月
什
六
日
に
、
『
制
労
官

後
控
除
記
永
徳
元
年
七
且
一
日
に
、『
梶
井
門
跡
領
内

一
聾
弔
巾
加
賀
凶
英
太
南
保
一
均
一
紘
一
耕
云
々
』
と
見
え
、

江
州
坂
出
保
到
州
英
太
庄

清
閑
寺
別
賞
聡
等
事
云

一
後
品
川
英
問
郷
内
に
能
瀬
村
が
あ
る
。

去
。
』
と
あ
る
。

一

ア
カ
ツ
チ

赤
土

石
川
榔
大
野
庄
に
闘
す
る
郎

ア
ガ
主
シ
ョ
ウ

際
-一圧

』
ミ
ナ

ミ
ア
ガ
タ
ジ
ヨ
ご
問
。
明
治
申
鷺
森
村
と
合
併
し
て
、
榊
合
と
改
め
た
。

ウ
市
鯨
庄
。

一

ア
カ
ツ
チ
カ
ブ
ラ

赤
土
禦

石

川

郡
赤
土
の
線

ア
ガ
生
ジ
ロ
シ
ロ
ウ

英
国
次
郎
四
郎

石

清

水

一
は
名
産
と
せ
ら
れ
た
。
成
治
二
年
に
は
掛
川
俣
の
食
料

一
倍
程
抄
臨
永
七
年
五
且
十
入
目
路
標
昌
家
の
利
害

一
と
し
て
江
戸
ま
で
法
っ
た
杷
録
が
あ
る
。

に
、『
長
野

一目的
関
村
第
四
四
密
殺
災
沙
汰
可
令
港
行
石

一

ア
カ
ド
ウ
ヤ
マ

赤
堂
山

門
同
い
石
川
郡
と
越

清
水
パ
幡
宮
之
雑
掌
也
云
々
。
』
と
し
て
、
英
国
次
郎

一
申
商
硫
披
郡
と
の
聞
に
あ
る
山
。
高
さ
一

O
四
六

四
郎
宛
防
の
も
の
が
あ
る
。
次
郎
四
郎
の
何
人
で
あ

ナ
米
。
山
間
石
英
網
而
担
。

る
か
は
明
ら
か
で
な
い。

一

ア
カ
ネ
ゾ
メ

茜
染
↓
ア
カ
ネ
ヤ
リ
エ
モ
Y

ア
カ
ダ
-
一

赤

谷

能

業
部
別
山
の
西
北
な
る
渓
一
茜
屋
型
右
衛
門

o
ア
カ
ネ
ヤ
セ
ツ
サ
イ

茜
屋

g
m
o

谷
で
、
そ
の
水
柳
谷
に
注
ぐ
。
(
地
聞
に
柳
谷
の
上
統

一

ア
カ
ネ
ヤ
シ
ョ
ウ
ジ

器
屋
小
路

金
仰
の
沼
町

に
柳
谷
と
記
す
る
も
の
は
赤
谷
の
認
で
、
そ
の
無
名
一
名
。
茜
屋
理
右
衛
門
の
住
宅
の
桜
町
で
、
そ
の
茜一
屋

の
支
流
が
柳
谷
で
あ
る
ou

一
の
家
腰
か
ら
茜
屋
橋
の
爪
ま
で
を
茜
髭
小
路
と
呼
ん

ア
カ
ダ
ニ

赤
谷

能
美
郡
白
郎
の
部
訴
か
ら
直

一
だ
の
で
あ
る
。
元
麻
六
年
の
士
般
に
、『
中
村
平
六
竪

方
に
在
る
読
谷
で
、
そ
の
水
牛
首
川
に
注
f
、
。
町
あ
か
ね
や
町
』
と
あ
っ
て
、
そ
の
頃
は
茜
屋
町
と

ア
カ

ア
カ
バ
h
F
ケ

字。
ア
カ
パ
生
ケ
ヤ
マ

赤
畑
山

凶
↑
京
都
宮
闘
の
小

字
赤
削
か
ら
束
花
に
あ
る
山
、

一品
さ一
一一一一

一
米。

山

初
第
三
紀
脳
。

ア
カ
ハ
マ

赤
涜

河
北
榔
品
川
月
庄
に
臨
し
た
笛

也
名
。
康
問
二
年
六
且
二
日
附
左
衛
門
伎
の
執
鐙
献

に

『
加
到
凶
合
且
庄
内
松
寺
・赤
出
揃
村
之
事
云
々
』

と
見
え
る
。

ーー

ア
カ
マ
ツ
マ
サ
ノ
リ

赤
松
政
則

逝
裕
次
郎
、

後
伊
豆
守
。
赤
松
功
桁
の
弟
緩
和
の
係
。
支
出
A

四

年
五
且
富
樫
成
春
と
そ
の
叔
父
恭
一
回聞
と
は
、
各
加
賀

牢
闘
を
領
有
す
る
候
刊
を
以
て
、
従
来
の
軍
側
そ
止

め
た
。
然
る
に
長
線
二
年
に
京
句、

将
軍
足
利
泌
政

は
、
更
に
加
賀
牢
闘
を
備
前
・伊
勢
の
一
郎
と
共
に
、

赤
松
政
則
に
奥
へ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
は
政
則
の

臣
が
先
に
大
和
菅
野
の
奥
北
山
か
ら
跡
翠
を
奪
還
し

奉
っ
た
そ
の
恩
貨
に
あ
て
た
の
で
あ
る。

こ
の
加
到

赤
畑

も
訴
し
た
の
で
あ
ら
う
。
明
治
四
年
四
且
戸
籍
編
成

の
際
里
見
仰
に
印
刷
せ
し
め
た
。

ア
カ
ネ
ヤ
セ
ツ
サ
イ

茜
屋
雲
斎

但
馬
出
石
の

人
。
週
明
桝
太
右
衛
門
。
亭
係
五
年
兄
迎
右
衛
門
の
夜

後
加
賀
務
に
mw
せ
ら
れ
、
十

一
年
イ
二
且
金
慨
に
来

旬、

邸
地
を
嗣
附
且
円
町
に
賜
ひ
、

m由
民
を
鼎
僻
す
る
こ

と
を
許
さ
れ
て
茜
染
に
従
附
附
し
た
。

十
五
年
十
月
雲

知
六
十
二
訟
で
奴
し
、
出
世
子
型
右
術
門
は
そ
の
梁
を

厳
し
た
。

ア
カ
ネ
ヤ
パ
シ
一
問
屋
橋

金
州
仰
の
泊
四
茜
屋
小
路

と
柿
木
山
凶
と
の
境
な
る
品
川
且
用
水
川
に
架
け
た
橋
o

mmmに
、
背
酋
底
理
右
衛
門
が
茜
染
を
諮
っ
た
民
、

此
の
絡
下
で
染
物
を
洗
っ
た
か
ら
詣
屋
僚
と
も
茜
橋

と
も
呼
ん
だ
と
。
そ
の
さ
き
に
は
巾
村
刑
部
の
邸
宅

が
あ
っ
た
の
で
刑
部
総
と
も
い
は
れ
た
。

ア
カ
ネ
ヤ
リ
エ
モ
ン

茜
屋
理
右
衛
門

但
馬
凶

出
石
の
入
。
兄
間
労
畏
右
衛
門
は
出
石
城
主
小
出
修

理
苑
の
扶
持
人
で
あ
っ
た
。
迎
右
術
門
廷
判
H

二
年
九

月
前
川
綱
紀
の
召
に
郎
じ
て
金
持
に
来
旬
、
十
人
扶

持
・銀
十
枚
を
給
せ
ら
れ
、
郎
地
を
城
下
竪
町
に
践

は
っ
て
酋
殺
の
染
に
従
っ
た
。
卒
保
五
年
六
且
六
十

九
歳
で
校
。

ア
カ
ハ

阿
川

一九

部古川。

能
美
郡
白
峰
の
う
ち
の
小

臥日中
一部
廿
旧
日
の
号
ち
の
小

目
別
川
端
科
浩
庄
に
臨
す
る

ア
カ
ハ
マ
ハ
チ
マ
ン
シ
ヤ

赤
涜
八
幡
枇

河
祐
一

郡
東
蚊
ヶ
爪
に
釦
官民し
、

延
貨
の
出
来
お
に
は
亦
馬

場
惣
枇
八
幡
宮
に
作
る
。
明
治
四
十
年
五
且
岡
地
の

須
岐
前
枇
に
併
合
せ
ら
れ
た
。

ア
カ
ホ
ギ
ジ
ン
ロ
ヲ

赤
暗
闇
義
人
録
二
加
。
一点

鳩
巣
話
。
波
文
を
以
て
大
石
良
雄
等
復
讐
の
節
米
を

担
す
る
。
規
出
判
官
時
金
探
に
在
っ
て
、
元
線
十
六
年

の
冬
初
め
て
稿
を
成
し
、
後
少
し
く
改
め
た
が
、
印

藤
田
陣
あ
る
を
髭
れ
な
か
っ
た
。
然
る
に
門
下
小
符
織

成
が
安
塾
侯
浅
野
氏
夫
人
の
腿
臣
と
な
っ
て
同
郎
に

在
っ
た
か
ら
、
資
設
を
開
い
て
報
告
し
た
録
、
再
び

訂
正
を
加

へ
、
買
永
六
年
に
全
7
、
脱
稿
し
た
。

ア
カ
ホ
ギ
ジ
ン
ロ
ヲ
コ
ウ
ゴ

赤
四
国
義
人
録
後
語

一
加
。
買
永
六
年
室
幼
巣
の
赤
穂
義
人
録
が
成
っ
た

時
、金
抑
の
門
人
奥
村
佑
迎
・奥
村
忠
照
・背
地
閥
刊
行
・

背
地
組
幹
・小
谷
綴
成
石
黒
知
幾
・小
寺
逸
駒
松
附

穏
和
・佐
々
木
定
明
・稲
垣
禿
堅
・大
河
原
長
澄
佐
勝

弘
道
・
坂
井
閥
冨
・山
科
元
徳
大
地
昌
吉
年
の
文
又

は
怖
を
得
、
大
地
昌
吉
を
し
て
之
を
一
巻
に
締
め
し

め
た
も
の
で
あ
る
。

ア
カ
マ
キ
コ
ヤ
マ

赤
閥
単
木
古
山

汀
同
ド
ッ
行
川

部
の
東
南
に
在
っ
て
、

越
中
に
跨
る
。
高
さ

一
一』

O

三
米
。

山
慢
石
英
粗
商
岩
O

B
R
路
氏
谷
か
ら
一
一
一
粁

俗
、
二
文
か
ら
一
六
粁
除
。


